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　中でも注目を集めた一冊が You Can Be Free: An 
Easy-to-Read Handbook For Abused Women ［Ginny 























































































































































































































グループは恋愛経験者 77名中 42名（女性では 48
名中 22名・男性では 29名中 20名）であり、その
表１　恋愛観の因子分析の結果
因子
1 2 3 4
第１因子　恋愛一般型（α＝.766）
19．素敵な友だちがたくさんいるので、恋人がいなくても別に寂しくはない（＊） .754 .197 ─ .062 .054
13．以前は何でもなかったことが、このごろできなくなっていると思う（＊） .642 ─ .012 .164 .185
 6.恋人が離れていっても私は大丈夫だ（＊） .570 .099 .239 .124
 9.恋人は私のいちばんよいところを引き出してくれると思う .510 .290 .264 ─ .221
 1.恋人のいない暮らしなど、考えられない .506 .288 .308 ─ .067
第２因子　恋愛執着型（α＝.690）
 8.恋人の声を聞かずにはいられないと思う .274 .745 ─ .160 ─ .271
11.恋人が私がどこで何をしているのか知りたがっているのは私を愛しているからだ .015 .579 .191 .268
 5.恋人がほかの人と楽しくやっているのではないかと考えるだけでみじめに思える .059 .462 .185 .177
17.恋人の望むことなら何でもしてあげたいと思う .403 .458 .206 ─ .228
10.なぜ恋人が好きなのかわからないが、確かに愛している .317 .416 .028 ─ .141
第３因子　恋愛思い込み型（α＝.634）
 2.恋人のことなら私は全部理解できる .170 .084 .689 ─ .047
 7.恋人は私を愛するようにほかの人を好きになれないと思う .136 .086 .569 .073
14.私なしでは恋人はやっていけないだろうと思う .245 .338 .372 .032
第４因子　恋愛依存型（α＝.491）
12.一人でいるときも素敵だ（＊） .036 .043 .229 .636
16.恋人がほかの人と過ごした楽しい出来事について聞きたいと思う（＊） ─ .128 .057 .057 .451
15.恋人は私が気持ちよく過ごせたらいいと思ってくれている（＊） .147 .038 ─ .209 .417
18.恋人の欠点を指摘してあげることも時には必要だと思う（＊） .162 ─ .220 ─ .096 .402
寄与率（％） 13.745 11.0960 8.449 7.674




































































































交際経験のある男性の認識と被害経験 暴力だと思う 被害経験 交際経験のある女性の認識と被害経験 暴力だと思う 被害経験
⑴　何を言っても無視する 69.0％ 0.0％ ⑴　何を言っても無視する 58.8％ 6.3％






⑷　悪口や欠点をあげて、ののしる 85.7％ 7.7％ ⑷　悪口や欠点をあげて、ののしる 82.4％ 6.3％
⑸　大声で命令する 85.7％ 0.0％ ⑸　大声で命令する 78.4％ 0.0％






⑻　デート代を一切払わない 59.5％ 0.0％ ⑻　デート代を一切払わない 51.0％ 0.0％






⑾　言い訳するなと怒る 54.8％ 7.7％ ⑾　言い訳するなと怒る 43.1％ 6.3％
⑿　黙っていたらわからないと怒る 45.2％ 0.0％ ⑿　黙っていたらわからないと怒る 39.2％ 21.9％
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